
　
窒
素
、
酸
素
、
ア
ル
ゴ
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
産
業
ガ
ス
は
、
モ
ノ
づ
く
り
産

業
の
発
展
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
た
だ
産
業
ガ
ス
の
需
給
ひ
っ

迫
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。
産
業
ガ
ス
の
不
足
は
企
業
の
生
産
活
動
に
大
き

な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
国
内
産
業
ガ
ス
企
業
は
海
外

案
件
の
強
化
や
合
弁
企
業
の
設
立
、
遊
休
地
の
利
用
な
ど
を
行
い
、
需
要
拡
大
や

生
産
増
強
に
注
力
し
て
い
る
。

幅
広
い
分
野
で
利
用
電
力
コ
ス
ト
負
担
が
課
題

産業ガスモノづくりの根幹を支える

安
定
供
給
へ
戦
略
構
築
各
社
、
海
外
展
開
も
本
格
化
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ヘ
リ
ウ
ム
コ
ン
テ
ナ
ー

大
陽
日
酸

　

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
で

あ
る
な
か
、
各
企
業
は
産
業

ガ
ス
の
安
定
供
給
に
向
け
た

戦
略
を
構
築
し
て
い
る
。

　
大
陽
日
酸
は
６
月
に
米
国

ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
に
設
立
し

た
合
弁
工
場
で
ヘ
リ
ウ
ム
の

生
産
を
再
開
し
た
。

年
初

め
に
生
産
を
始
め
た
が
、
天

然
ガ
ス
採
掘
施
設
で
起
き
た

事
故
の
影
響
に
よ
っ
て
稼
働

を
停
止
し
て
い
た
。
日
本
の

企
業
が
ヘ
リ
ウ
ム
を
資
源
の

生
産
か
ら
手
が
け
る
の
は
初

め
て
で
、
年
生
産
能
力
は
６

０
０
万
立
方

。
そ
の
う
ち

３
０
０
万
立
方

を
受
け
取

り
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
最

近
ヘ
リ
ウ
ム
の
需
要
が
伸
び

て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
に
も
供

給
す
る
。

　
ま
た

年
２
月
に
米
国
の

炭
酸
ガ
ス
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
カ
ー
ボ

ニ
ッ
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
買

収
し
た
。
総
合
ガ
ス
メ
ー
カ

ー
の
地
位
を
強
化
し
、
米
国

に
お
け
る
さ
ら
な
る
事
業
拡

大
お
よ
び
収
益
力
向
上
を
図

る
。
食
品
・
飲
料
関
連
を
中

心
に
堅
調
な
需
要
の
伸
び
を

見
せ
て
い
る
米
国
の
炭
酸
ガ

ス
・
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
市
場
に

本
格
参
入
す
る
。

　
岩
谷
産
業
は
新
設
す
る
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
原
則
的

に
全
て
液
化
水
素
タ
イ
プ
に

す
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
商
用
化
が

始
ま
る

年
度
ま
で
に
商
用

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

カ
所

を
建
設
す
る
計
画
を
立
て
て

お
り
、
中
央
研
究
所

兵
庫

県
尼
崎
市

内
に
完
成
す
る

第
１
号
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も

液
化
水
素
タ
ン
ク
を
置
く
。

当
面
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
台
数

が
少
な
く
、
液
化
水
素
の
大

量
輸
送
・
貯
蔵
の
メ
リ
ッ
ト

が
生
か
せ
な
い
と
の
見
方
も

あ
っ
た
が
、
政
府
や
地
方
自

治
体
が
Ｆ
Ｃ
Ｖ
な
ど
の
普
及

を
核
と
し
た
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
拡
大
へ
の
取
り
組
み

を
本
格
化
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
判
断
の
後
押
し
と
な
っ

た
。

　
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ

ワ
ク
州
の
工
業
ガ
ス
工
場
に

窒
素
ガ
ス
製
造
装
置
を
完
成

し
、
ト
ク
ヤ
マ
の
現
地
工
場

に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て

供
給
を
行
っ
て
い
る
。
併
せ

て

年
１
月
に
は
窒
素
や
酸

素
、
ア
ル
ゴ
ン
の
各
ガ
ス
を

製
造
す
る
空
気
分
離
装
置
も

新
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
東

燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
の
川
崎
工

場
内
の
遊
休
地
に
液
化
炭
酸

ガ
ス
と
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
新

工
場
を
建
設
す
る
。
投
資
額

は
約

億
円
。

年
度
中
の

着
工
予
定
で

年
度
に
営
業

運
転
を
始
め
る
。
東
燃
ゼ
ネ

ラ
ル
川
崎
工
場
で
発
生
す
る

炭
酸
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
液

化
炭
酸
ガ
ス
を
生
産
・
販

売
。
ま
た
同
ガ
ス
を
原
料
に

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
製
造
す

る
。
子
会
社
の
エ
ア
・
ウ
ォ

ー
タ
ー
炭
酸
が
運
営
を
担

う
。
新
工
場
の
炭
酸
ガ
ス
液

化
能
力
は
年
間
約

万

で
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
生
産

能
力
は
同
約
５
万

。

　
北
海
道
室
蘭
市
に
も
液
化

炭
酸
ガ
ス
工
場
を
新
設
す

る
。
新
日
鉄
住
金
室
蘭
製
鉄

所
か
ら
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

を
調
達
し
て
炭
酸
ガ
ス

に
加
工
し
、
子
会
社
の
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
工
場
に
原
料
と
し

て
供
給
す
る
こ
と
で
、
炭
酸

ガ
ス
の
供
給
量
を
増
や
し
、

シ
ェ
ア
を
伸
ば
す
方
針
だ
。

　
産
業
ガ
ス
は
鉄
鋼
、
化

学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
動

車
、
機
械
、
半
導
体
、
医

療
、
宇
宙
産
業
な
ど
幅
広
い

分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

鉄
鋼
や
化
学
産
業
で
は
大
量

の
酸
素
ガ
ス
が
使
わ
れ
る
。

自
動
車
や
機
械
産
業
と
い
っ

た
金
属
加
工
の
分
野
で
は
切

断
・
溶
接
、
熱
処
理
な
ど
に

多
く
の
ガ
ス
が
役
立
て
ら
れ

て
い
る
。

　
産
業
ガ
ス
全
体
の
売
り
上

げ
規
模
か
ら
、
窒
素
、
酸

素
、
ア
ル
ゴ
ン
が
三
大
産
業

ガ
ス
と
い
わ
れ
る
。
窒
素
は

不
活
性
の
性
質
を
持
つ
こ
と

か
ら
、
安
全
性
の
向
上
や
酸

化
防
止
に
よ
る
品
質
保
持
用

と
し
て
、
半
導
体
や
石
油
化

学
、
食
品
・
飲
料
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
酸
素
は
化
学
的
に

活
性
が
高
く
、
製
鉄
所
の
高

炉
内
の
燃
焼
温
度
を
効
率
的

に
高
め
る
た
め
な
ど
に
、
ア

ル
ゴ
ン
は
高
温
、
高
圧
で
も

他
の
元
素
と
化
合
し
な
い
の

が
特
徴
で
、
製
鋼
・
精
錬
で

酸
化
・
窒
化
を
嫌
う
場
合
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
。
ほ
か
に

も
沸
点
が
最
も
低
く
超
低
温

冷
却
用
途
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
ヘ
リ
ウ
ム
、
飲
料
や
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
炭
酸
ガ
ス
、
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

用
の
燃
料
や
金

属
表
面
を
ピ
カ
ピ
カ
に
す
る

添
加
剤
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

水
素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。

　
こ
れ
ら
ガ
ス
を
製
造
す
る

方
法
と
し
て
最
も
一
般
的
な

の
が
「
空
気
分
離
装
置
」
を

使
っ
た
深
冷
分
離
法
。
原
料

と
な
る
空
気
か
ら
不
純
物
な

ど
を
取
り
除
い
た
後
、
圧

縮
、
冷
却
を
繰
り
返
し
て
完

成
し
た
液
体
を
極
低
温
状
態

で
沸
点
の
差
を
利
用
し
て
蒸

留
し
、
窒
素
と
酸
素
に
分
離

す
る
。
酸
素
と
沸
点
が
近
い

ア
ル
ゴ
ン
は
液
体
酸
素
の
中

か
ら
ア
ル
ゴ
ン
成
分
の
多
い

と
こ
ろ
を
取
り
出
し
て
精
製

す
る
。

　
日
本
産
業
・
医
療
ガ
ス
協

会
の
調
べ
に
よ
る
と
、
２
０

１
３
年
度
下
期

年

月

―

年
３
月

の
窒
素
販
売

量
は
前
年
同
期
比
０
・
３
％

増
の

億
９
２
４
０
万
立
方

、
酸
素
は
同
５
・
２
％
増

の
９
億
３
１
９
万
立
方

、

ア
ル
ゴ
ン
は
同
６
・
６
％
増

の
９
４
５
１
万
立
方

と
増

加
し
て
い
る
。
安
倍
晋
三
政

権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
に
よ
る
円
高
の
是
正

な
ど
に
伴
う
景
気
回
復
に
よ

る
部
分
が
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
電
力
料
の
値

上
げ
が
産
業
ガ
ス
の
生
産
コ

ス
ト
増
大
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
電
力
料
が
生
産
コ

ス
ト
の

―

％
を
占
め
、

経
営
に
大
き
く
の
し
か
か

る
。
同
協
会
な
ど

団
体
は

連
名
で
政
府
に
対
し
て
「
電

力
多
消
費
産
業
の
事
業
存
続

の
た
め
の
緊
急
要
望
」
を
提

出
し
、
電
力
料
金
値
上
げ
に

伴
う
コ
ス
ト
負
担
の
軽
減
策

を
要
望
し
て
い
る
。


